
複
合
動
詞

「1
出
す
」
の
分
類

統
語
論
的

・
意
味
論
的
方
法

を
使

っ
て

日

野

資

成

複合動詞 「一出す」の分類

は
じ
め

に

日
本
語

の
語
彙
は
、
「雨
」
「鳥
」
な
ど
、

こ
れ
以
上
分
解

で
き
ず
単
独

に
用

い
ら
れ
る

「単
純
語
」
と
、
二

つ
以
上

の
要
素

に
よ

っ
て
成

り
立

つ

「合
成

語
」
に
分
け
ら
れ
る
。
合
成
語

は
さ
ら
に
、
「昼
-
休
み
」

の
よ
う
に
独
立
性

の
強

い
単
純
語
の
み
で
構
成

さ
れ
た

「複
合
語
」
と
、
「
男
1
ら
し
い
」

の
よ

う
に
単
純
語

に
接
辞

の
つ
い
た

「派
生
語

」
に
分
け
ら
れ
る

(「新
し
い
国
語

学
」
八
五
ペ
ー
ジ
)。
複
合
語
は
さ
ら
に
、
後
項
要
素
に
来
る
語

の
品
詞

に
よ

っ

て

「複
合
名
詞
」、
「複
合
動
詞
」
、
「複
合
形
容
詞
」

に
分
類
さ
れ
、
複
合
動
詞

は
さ
ら
に
、
語
構
成
に
よ

っ
て

「
フ
ル
ヒ
ワ
ナ
ナ
ク
」
な
ど

の

「動
詞

(連
用

形
)
+
動
詞
」
、
「イ
キ
タ

ユ
」
な
ど
の

「名

詞
+
動
詞
」
、
「
イ
ホ
リ
ス
」
な
ど

の

「名
詞
+
す
」

に
分
類
さ
れ
る

(阪
倉

一
九
六
六

"
四
三
九

-
四
四
六
ペ
ー

ジ
)。
今
回
扱
う
複
合
動
詞

「ー
出
す
」

の
語
構
成

は
、
こ
れ
ら

の
う

ち

の

「
動
詞

(連
用
形
)+
動
詞
」
で
あ
り
、
「
V
1
+
V
2
」
と

い
う
公
式
で
表
す

と
、
「1
出
す
」

は
V
2
に
あ
た
る
。

複
合
動
詞
中

の
V
2
に
つ
い
て
は
、
齋
藤

(
一
九
九
二

二

七
七
-
一
九
九
ぺ

ー
ジ
)
が

「返
す
」
と

「1
返
す
」

の
意
味
的
関
係
や

「
1
返
す
」

の
接
辞
性

に
つ
い
て
論
じ

て
お
り
、
さ
ら

に
姫

野

(
一
九
九
九
)
は

「1
あ
げ

る
」
「ー

あ
が
る
」
「1

こ
む
」
「
ー
で
る
」
「1
だ
す
」
「ー

つ
く
」
「1

つ
け

る
」
な
ど

の
多
く

の
語

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
意
味
論
的

に
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大

山

(
一
九
九
八
)
は
、
複
合
動
詞

「1
出
す
」
を
認
知
言
語
学
的
に
分
析
、
分

類
し
て
い
る
。
こ
の
論
文

に
お
け
る
複
合
動
詞

「
1
出
す
」

の
分
類
は
、
統
語

論
的
テ
ス
ト
と
意
味
論

の
両
方
に
よ

っ
て
い
る
点

で
、
姫
野
や
大
山
と
は
異
な

る
が
、
動
詞

「出
す
」
と
補
助
動
詞

「
1
出
す
」

の
意
味
的
関
係
を
論
ず
る
点

で
は
斎
藤

(
一
九
九
二
)
と
同
じ
く
す
る
。

今
回
、
数
あ
る
複
合
動
詞
の
中

で
特

に

「1
出
す
」
を
選

ん
だ

の
は
、
一出
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す
」

に
よ
る
複
合
語
が
豊
富

に
あ

る
こ
と

(
一
二
四
語
)
と
、
「1
出
す
」
に

は
空
間
的
移
動
を
表
し
た
り
、
完
了
や
開
始

の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
し
た
り
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
と

「出
す
」

の
も
と
も
と
の
意
味

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
よ
う
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
は
現
代
の
複
合
動
詞

「1
出

す
」
の
み
を
扱
う
こ
と
と
し
、
古

語

の
複
合
動
詞

「
i
い
だ
す
」
や

「i

い
つ
」
と
現
代
語

の
複
合
動
詞

「1
出

す
」
と
の
関
係
な
ど
、
歴
史
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

動
詞

「出
す
」

は

「あ
る
領
域

に
あ
る
も

の
を
そ
の
領
域
外

へ
移
す
動
作
」

を
表
す
。
あ
る
対
象
を
目
的
語
と
し
て
対
格

「を
」
を
取
り
、
そ
の
対
象
を
内

か
ら
外

へ
移
す
動
作
を
表
す

の
で
、
「出
す
」
は
他
動
詞
で
あ
る
。
複
合
動
詞

「1
出
す
」

の
中

に
も

「押

し
出
す
」

(押
し
て
、
(何
か
を
外

へ
)
移
す
)
の
よ

う
に
他
動
詞
的

に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

一
方

「飛
び
出
す
」

の

「ー
出

す
」
は

「
飛
び
出
る
」

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
動
詞
的

で
あ
る
。
さ

ら
に
、
「泣
き
出
す
」

の

「1
出
す
」
は
空

問
的

「内

か
ら
外

へ
の
移
動
」

で

な
く
、
「1
し
始
め
る
」
の
意
味
で
時
間
的

に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

の
目

的
は
、
ω
複
合
動
詞

「
ー
出
す
」
を
統
語
論
的
、
意
味
論
的

に
分
類
す
る
こ
と
、

②
動
詞

「出
す
」
と
複
合
動
詞
中

の
補
助
動
詞

「
1
出
す
」
と
の
統
語
論
的
、

意
味
論
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
野

(二
〇
〇

一
)
に
お
け

る
、
補
助
動
詞

「1
出
す
」

の
分
析
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
野

(二
〇
〇

一
)
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。

1

日
野

(二
〇
〇

一
)
の
分
析

日
野

(二
〇
〇

一
)
で
扱

っ
た
動
詞
は
、
『動
詞

・
形
容
詞
問
題
語
用
例
集
』

よ
り
、
複
合
動
詞
を
構
成
す
る
生
産
性
の
高

い
順
に
抜
き
出
し
た
も

の
で
、
全

　
ユ

　

部

で

一
九
語
あ
る
。
そ
の
動
詞
を
含
む
複
合
動
詞
を
、
寺
村

(
一
九
八
四

二

六
七
ペ
ー
ジ
)
に
よ
る
次

の
複
合
動
詞

の
公
式

に
当

て
は
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
の
中

か
ら
補
助
動
詞
を
取
り
出

し
た
。

寺
村

に
よ
る
複
合
動
詞

の
分
類

(イ
)

V

-
V

呼
び
入
れ
る
、
握
り

つ
ぶ
す
、
殴
り
殺
す
、
ね
じ
伏

せ
る
、
出
迎
え
る

(
ロ
)

V

-
v

降
り
始
め
る
、
呼
び
か
け
る
、
思
い
切
る
、
泣
き
出

す

(
ハ
)

v
-
V

さ
し
出
す
、
振
り
向
く
、
打
ち
樹
て
る
、
引
き
返
す

(
二
)

V
-
V

払

い
下
げ

る
、
(話
を
)
切
り
上
げ

る
、
(仲
を
)
取

り
持

つ
、
(芸
を
)
仕
込
む
、
と
り
な
す

こ
こ
で
V
は
、
「単
独
で
使
わ
れ
る
と
き
の
意
味
、
文
法
的
特
徴
が
、
複
合

体

の
中
で
も
保
持
さ
れ
て
い
る
も

の
」、

v
は
、
「単
独
の
場
合
と
は
全
く
、
あ

る
い
は
か
な
り
違

っ
て
い
る
も

の
」
を
表
す
。
(イ
)
に
お
け
る
あ
と

の
V
は

　
　

　

動

詞

と

し

て
扱

わ

れ

て

い
る

の

に

対

し
、

(
ロ
)

に

お

け

る

v
は

補

助

動

詞

と

し

て
扱

わ

れ

て

い

る

。

(
イ

)

と

(
ロ
)

を

区

別

す

る
統

語

論

的

テ

ス

ト

と

し

て
、

「
V

1

(連

用

形

)

て
、

V

2
」

と

い
う

公

式

が

使

わ

れ

て

い
る

。

「
V

1

136



複合動詞 「一出す」の分類

て
、

V

2
」

と

言

え

る

場

合

は

(
イ

)

に

(
「
呼

ん

で
、
入

れ

る
」

な

ど
)
、

言

　

　
ヨ

　

え
な

い
場
合
は

(
ロ
)
に
含

め
る
も

の
で

(「降

っ
て
、
始
め
る
」
な
ど
)
、
日

野

(二
〇
〇

一
)
で
も
こ
の
公
式
を
使

っ
て
複
合
動
詞
を
振
り
分
け
た
。

(
ハ
)

に
お
け
る
あ
と
の
V
は
、
前
の
v
を
接
頭
語

と
し
て
扱
う
た
め
、
動
詞
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。
最
後

の

(
二
)

の
V
-
V
は
全
体
で

一
語
と
し
て
認
め
ら
れ
、

二
つ
に
分
割

で
き
な
い
た
め
、
寺
村

は
分
析

の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

「出
す
」
を
含
む
複
合
動
詞
は

『動
詞

・
形
容
詞
問
題
語
用
例
集
』
に
六
二
語

あ
る
。
そ
れ
を

「
V
1
て
、
V
2
」
と
言
え

る
か
ど
う
か
に
よ

っ
て

(イ
)
と

(
ロ
)
に
分
類
し
た
。
た
と
え
ば
、
「押
し
出

す
」
な
ど
は

「押

し
て
、
出
す
」

と
言
え
る
の
で

(イ
)
に
属
し
、
後
項
要
素

「
1
出
す
」
は
動
詞
と
し
て
扱
い
、

補
助
動
詞

の
み
を
扱
う
日
野

(二
〇
〇

一
)

で
は
検
討
の
対
象
外
と
し
た
。

一

方

(
ロ
)
に
属
す
る
九
語
の
複
合
動
詞
の
後
項
要
素
を
補
助
動
詞
と
し
て
検
討

の
対
象

と
し
た
。
そ

の
う
ち
、
「飛
び
出

す
」
「吹
き
出
す
」
な
ど

の

「ー
出

す
」
を

「外

へ
」

の
方
向
の
み
を
も
と
の
動
詞

「出
す
」
か
ら
抽
出
し
た
抽
出

化
と
し
て
扱

い
、
「泣
き
出
す
」
「降
り
出

す
」
な
ど
、
「1
し
始
め
る
」
と
い

う
意
味

に
な
る

「
ー
出
す
」
を

「空
間
」

か
ら

「時
間
」

へ
の
抽
象
化
と
し
て

扱

っ
た
。2

今
回
の
分
析

今
回
は
、
ま
ず

「1
出
す
」
を
含
む
複

合
語

一
二
四
語
を

『逆
引
き
広
辞

苑
』
よ
り
抜
き
出
し
た
。
こ
の
数
は
日
野

(二
〇
〇

一
)
で
扱

っ
た
六
二
語

の

倍
あ
る
の
で
、
よ
り
統
計
的
に
も
価
値
あ
る
分
析
が
可
能
と
な

っ
た
。

今
回
も
、
前
回
同
様

一
二
四
語
を

「
V
1
て
、
V
2
」
と
言
え
る
か
ど
う
か

に
よ

っ
て

(イ
)
「
V

-
V
」
と

(
ロ
)
「
V
-
v
」

に
分

け
る
。

(イ
)
に

つ

い
て
は
、
「
V
1
て
、
V
2
」
と
言
え
る
テ
ス
ト
に
加
え
て
、
「1
出
る
」
と
言

え
な

い
と
い
う
テ
ス
ト
も
使

っ
て
複
合
語
中

の

「1
出
す
」

に
他
動
性
が
保
持

さ
れ
て
い
る
証
拠
と
す
る
。
前
回
対
象
外
と
し
た

(イ
)
に
つ
い
て
は
、
今
回

は
検
討
の
対
象
と
し
、
(イ
)
に
属
す
る
語
を
さ
ら
に
意
味
に
よ

っ
て
二

つ
に

分
け
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次

の
第
3
節
で
論
ず

る
。
さ
ら

に
、
(
ロ
)

に
つ
い
て
は

「ー
出
る
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
語
、
置
き
換
え
ら
れ
な
い
語
に

統
語
論
的

に
分
け
、
前
者
は
前
回
同
様

「外

へ
」
と
い
う
方
向

の
み
の
抽
出
化
、

後
者
は
空
間
か
ら
時
間

へ
の
抽
象
化
と

「突
発
性
」
の
抽
出
化
が
同
時

に
起
き

た
も

の
と
し
て
説
明
す
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
第
4
節

で
論
ず
る
。

(
ハ
)

「
v
-
V
」
に

つ
い
て
は

「う
ち
出
す
」
「
さ
し
出
す
」
「
ふ
り
出
す
」
「
つ
ん
出

す
」

の
四
語

の
み
で
、
こ
れ
ら

の

「
う
ち
」
「
さ
し
」
「ふ
り
」
「
つ
ん
」
を
強

調

の
接
頭
語
、
「出
す
」
を
本
動
詞
と
同
等
の
も
の
と
し
、
今
回
も
検
討

の
対

象
外
と
す
る
。
最
後

の

(
二
)
「
V
-
V
」
に
つ
い
て
は
、
(イ
)
と

(
ロ
)
が

抽
象
化
し
て
で
き
た
も
の
と
し
、
第
5
節
で
論
じ
る
。

3

(イ
)

「
V

-
V
」

の
、
意
味

に
よ
る
下
位
分
類

統
語
論
的
テ
ス
ト

「
V
1
て
、
V
2
」
を
パ
ス
す
る
と
い
う
の
は
、
V
2
に

動
詞

「出
す
」

の
基
本
的
な
意
味

「あ
る
領
域

に
あ
る
も

の
を
そ
の
領
域
外

へ
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移
す
動
作
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
テ
ス
ト
を
パ
ス
し

た
七
八
語

の
複
合
動
詞
も
こ
の
基
本
的
な
意
味
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

の
う
ち
四
七
語
は
、
(
a
)
「
V
1
の
動
作
主
と
目
的
語
が
同
じ
領
域
内

に
い
て
、
動
作
主
が
目
的
語
を
自
分

の
領
域
内
か
ら
領
域
外

へ
移
す
動
作
を
表

す
」
の
に
対
し
、
三

一
語

は
、
(b
)
「V
1
の
動
作
主
が
目
的
語

の
領
域
外

に

い
て
、
動
作
主
が
目
的
語
を
、
あ
る
領
域
内

か
ら
自
分
の
領
域
内

へ
移
す
動
作

を
表
す
」。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ

に
属
す
る
語

を

一
〇
語
ず

つ
挙
げ

る

(そ
の
他

の
語
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
一
二
四
語
の
リ
ス
ト
参
照
)。

表
1

「V
1
て
出
す
」
と
言
え
る
複
合
動
詞
の
分
類

(
a
)

V

1
の

動

作
主
と

目

的
語
が

同
じ

領

域
内
に
い

て
、

動
作
主
が

目
的

語
を

自
分
の
領
域
内
か
ら
領
域
外
へ
移
す
動
作
を
表
す
語

追
い

出
す

(
追
っ

て、

(

外
へ
)

出

す)

押
し

出
す

(
押
し

て、

(

外
へ
)

出

す)

掻
き

出
す

(
掻
い

て、

(

水
を

外
へ
)

出

す)

蹴

出
す

(
蹴
っ

て、

(

外
へ
)

出

す)

締
め

出
す

(
締
め

て、

出

す。

(

戸
を
)

締
め

て

(

外
へ
)

出

す)

つ

か

み
出

す
(
つ

か
ん

で、

(

外
へ
)

出

す)

突
き

出
す

(
突
い

て、

(

外
へ
)

出

す)

つ

ま

み
出

す
(
つ

ま
ん

で、

(

外
へ
)

出

す)

つ

り

出
す

(
(

力
士
を
)

つ
っ

て
、

(

土

俵
の

外
へ
)

出
す)

投
げ

出
す

(

投げ

て、

(

外
へ
)

出

す)

(
b
)

V

1
の

動

作
主
が

目

的
語
の

領

域
外
に
い

て
、

動
作
主
が

目
的

語
を、

あ

る
領域

内
か
ら
自
分
の
領域

内
へ

移
す
動作

を
表
す
語

選
び
出

す

(選

ん

で
、

嗅

ぎ
出

す

(嗅

い
で
、

繰

り
出

す

(繰

っ
て
、

探

し
出

す

(探

し

て
、

誘

い
出

す

(誘

っ
て
、

救

い
出

す

(救

っ
て
、

連

れ
出

す

(連

れ

て
、

取
り
出

す

(取

っ
て
、

引

き
出

す

(引

い
て
、

拾

い
出

す

(拾

っ
て
、

(
一
つ
を

)
出

す
)

(隠

れ

て

い
る
も

の
を
)

見

つ
け

る
)

出

す
。

(順
順

に
)

繰

っ
て

(糸

や

綱

を
)
出

す
)

出

す
。
探

し
て

(何

か
を
)
見

つ
け

る
)

出

す
。
誘

っ
て

(誰

か
を
自
分

の
も
と

へ
)
出

す
)

出

す
。

(人

を
)
救

っ
て
、

(
現
場

か
ら

)
出

す
)

出

す
。
誘

っ
て
、

(自

分

の
も

と

へ
)
出

す
)

(自

分

の
も

と

へ
)

出
す

)

出

す
)

出

す
)

(
a
)

の
中

で
は
、

た
と
え
ぽ
、
「追

い
出
す
」
を
使

っ
た
文

「太
郎
は
花
子

を
部
屋
か
ら
追

い
出
し
た
」

の
場
合
、
V
1

「追
う
」
の
動
作
主

「太
郎
」
と

V
1
の
目
的
語

「花
子
」
は
、
最
初
同
じ
領
域
内

に
い
て
、
動
作
主

「太
郎
」

は
目
的
語

「花
子
」
を
自
分
の
領
域
外

へ
移
す
。

一
方

(b
)

の
中
で
は
、
た

と
え
ば

「探
し
出
す
」
を
使

っ
た
文

「
太
郎
は
花
子
を
探
し
出
し
た
」
の
場
合
、

V
1

「探
す
」
の
動
作
主

「太
郎
」
は
、
最
初
目
的
語

「花
子
」

の
領
域
外

に

い
て
、
目
的
語

「花
子
」
を
、
あ
る
領
域
内
か
ら
自
分
の
領
域
内

へ
移
す
。
こ

の

(
a
)
「追
い
出
す
」
と

(b
)
「探
し
出
す
」
を
図
で
表
す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
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図

1

「V
1

て
出
す
」

と
言
え
る
複
合
動
詞

〉

勾外

辺毳 驫
領域(花 子)

(目的語が動作主の領域

「1
出
す
」

の
分
類

(a) 「追い 出す」

(b)「 探 し出 す 」

ある領域

女
目的語

(花子)

災 く
V1の 動作主

領域

(目的語が動作主の領域内へ)

い
ず
れ
の
場
合
も
、
動
作
主
が
目
的
語

(こ
こ
で
は

「花
子
」)
を
、
あ
る
領

域
か
ら
そ
の
領
域
外

へ
移
す
点
が
共
通
し
て
い
る
。

(
a
)、

(b
)
に
属
す
る
こ
れ
ら

の
複
合
語
中

の

「1
出

す
」
が
動
詞

「出

す
」

の
他
動
性
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
複
合
語
が
す
べ
て

「1
出

　

る
」
と
言
え
な

い
と
い
う
統
語
論
的
テ
ス
ト
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る

(洗
い

　

　

 出

る
、

押

し
出

る
、

呼

び
出

る
、

な

ど
。
巻

末

の
リ

ス
ト
中

の

「
V

1

て
出

す
」

と

言

え

る
複

合
動

詞

(七

八
語

)
参
照

)
。

4

(
ロ
)

「
V

-
v
」

の
、
統
語
論
的

下
位
分
類

「
V
1
て
V
2
」
と
言
え
な

い
こ
と
か
ら

(
ロ
)
「
V

-
v
」
に
属
す
る

「ー

出
す
」
の
複
合
動
詞

は
四
六
語
あ

る
。
こ
れ
ら

の
語

の
う
ち
、
「1
出
る
」
に

置
き
換
え
ら
れ
る
語

は

一
七
語
、
置
き
換

え
ら
れ
な

い
語

は
二
九
語
あ

る
。

「1
出
る
」
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
語

は
、

さ
ら
に

「開
始
」

の
ア
ス
ペ
ク
ト

を

表

す

語

(
一
〇

語
)

と

「
完

了

」

の

ア

ス

ペ

ク

ト

を

表

す

語

(
一
九
語

)

に

分

類

す

る

。

そ

れ

ぞ

れ

一
〇

語

ず

つ
挙

げ

る

(そ

の
他

に

つ
い

て
は
、
巻

末

の
リ

ス
ト
を
参

照
)
。

表
2

「
V
1
て
出
す
」
と
言
え
な
い
複
合
動
詞
の
分
類

(
a
)

「
ー

出

る
」

に

置
き

換
え
ら

れ
る

語

爵

温
れ

出

す
(

浴
れ
て
、

出
す)

溢

れ

出
る

*

こ

ぼ

れ

出
す

(
こ

ぼ

れ
て、

出
す)

こ

ぼ

れ

出
る

*

(

4
V

突

き
出

す
(

突
い

て
、

出
す)

突

き

出
る

*

飛
び

出

す
(

飛
ん

で
、

出
す)

飛
び

出
る

*

逃
げ
出
す
(
逃げ

て、

出
す)

逃
げ
出
る

*

抜

け
出

す
(

抜
け
て
、

出
す)

抜
け

出
る

*

這
い

出

す
(

這
っ

て
、

出
す)

這
い

出
る

*

は

み

出

す
(
は

み
て
、

出
す)

は

み

出
る

*

吹

き
出

す
(

吹
い

て
、

出
す)

吹
き

出
る

*

湧

き
出

す
(

湧
い

て
、

出
す)

湧
き

出
る

(
b
)

「
1

出
る
」

に

置
き

換
え

ら
れ
な
い

語

(
b
-

1)

「

開

始」

の

ア
ス
ペ

ク
ト

を

表

す
語

*

*

言
い

出

す
(

言
っ

て
、

出
す)

言
い

出
る

*

*

売

れ
出

す
(

売
れ
て
、

出
す)

売
れ

出
る

*

*

思
い

出

す
(

思
っ

て
、

出
す)

思
い

出
る

*

*

駆

け
出

す
(

駆
け
て
、

出
す)

駆
け

出
る

*

*

し

出
す

(
し

て、

出

す)

し

出

る

*

*

存
じ

出

す
(

存
じ
て
、

出
す)

存
じ

出
る

*

*

泣

き
出

す
(

泣
い

て
、

出
す)

泣
き

出
る

*

*

乗

り
出

す
(

乗
っ

て
、

出
す)

乗
り

出
る
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降
り
出
す

燃
え
出
す

(b

-
2
)

編
み
出
す

生
み
出
す

織
り
出
す

醸
し
出
す

考
え
出
す

磨
り
出
す

煎
じ
出
す

染
め
出
す

作
り
出
す

研
ぎ
出
す

　

　

(降

っ
て
、
出

す
)

降

り
出

る

　

　

(燃

え

て
、
出

す

)

燃

え
出

る

「
完
了

」

の
ア

ス
ペ
ク

ト
を
表
す

語

　

　

(編

ん
で
、
出

す
)

編

み
出

る

　

ネ

(生

ん
で
、
出

す
)

生

み
出

る

　

　

(織

っ
て
、
出

す
)

織

り
出

る

　

　

(醸

し
て
、
出

す
)

醸

し
出

る

　

　

(考

え

て
、
出

す
)

考

え
出

る

　

　

(磨

っ
て
、
出

す
)

磨

り
出

る

ネ

　

(煎

じ

て
、
出

す
)

煎

じ
出

る

ネ

　

(染

め
て
、
出

す
)

染

め
出

る

　

　

(作

っ
て
、
出

す
)

作

り
出

る

　

　

(研

い
で
、
出

す
)

研
ぎ

出

る

(
a
)

の
複
合
語
は

「1
出
る
」

に
置
き
換

え
ら
れ
る
の
で
自
動
詞
的

で
あ
る
。

「出
す
」
が
他
動
詞
な

の
で
、
動
詞

か
ら
補

助
動
詞
に
い
た
る
と
き
、
他
動
詞

か
ら
自
動
詞

に
統
語
論
的
に
変
化
し
た
こ
と

に
な

る
。
(
a
)
の
補
助
動
詞

「
i
出
す
」
は
、
「外
方
向

へ
」
と
い
う
意
味

を
前

の
動
詞
に
添
え
て
い
る
。

た

と
え
ば
、
「逃
げ
出
す
」
は

「外

へ
向
か

っ
て
逃
げ
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

も
と
も
と
の
動
詞

「
出
す
」
が

「
外

へ
」

の
方
向
性
を
持

っ
た
動
作
を
表
す
語

で
あ
る
か
ら
、
補
助
動
詞

「ー
出
す
」
は
動
詞

「出
す
」
か
ら

「外

へ
」

の
方

向
性

の
み
を
抽
出
し
た
と
考
え
る
。

(b

-
1
)
の

「
1
出
す
」
は

「
1
し
始
め
る
」
と
い
う

「開
始
」

の
ア
ス
ペ

　
ら

　

ク
ト
を
表

し
て
い
る
。
空
間
的

に

「内
か
ら
外
に
移
す
」
と
い
う
動
作
が
、
ど

う
し
て
時
間
的
に

「
i
し
始
め
る
」
と
い
う
意
味

に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日

野

(二
〇
〇

一
)
で
は
、
図
2

の
よ
う
に
基
準
点
と
な
る
出
発
点
が
空
間
に
お

け
る
地
点

か
ら
、
時
間
に
お
け
る
あ
る
時
点
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
る

「空
間
」

　
　

　

か
ら

「
時

間

」

へ
の
抽

象

化

と

し

て
説

明

し

た

。

図
2

「出
す
」
の
抽
象
化

(「空
間
」
か
ら

「時
間
」

へ
)

出す

』
出発点(地点)

一 出 す

● ●・一一一一〉

出発点(時点)

 

し
か
し
、
こ
こ
で
も
う

一
つ
考
え
に
入
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
の
は
、
「ー

出
す
」

の
持

つ
突
発
性

で
あ
る
。
「泣
き
出
す
」
「降
り
出
す
」
は

「泣
き
始

め

る
」
「降
り
始

め
る
」
に
比
べ
て
突
発
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ

れ
て
い
る

(寺
村

一
九
八
四

"
一
七
六
、
森
田

一
九
七
七

"
二
七
四
な
ど
)。
こ
れ

は
、
「出
す
」
と
い
う
動
詞
そ
の
も

の
が

「突
発
性
」
を
含
む
か
ら
で
は
な

い

か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
何
か
物
を
箱
か
ら
出
す
と
き
、
何
も
な
か

っ
た

と
こ
ろ
に
突
然
何
か
が
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
「
内
に
あ
る
も

の
を
外

に
移
す
」
と
い
う
動
詞

か
ら
、
「1
し
始
め
る
」
と
い
う
開
始

の
ア
ス
ペ
ク
ト

を
表
す
補
助
動
詞

へ
の
変
化

は
、
「空
間
」
か
ら

「時
間
」

へ
の
抽

象
化
と

「突
発
性
」

の
抽
出
化
が
同
時

に
起

っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

(b

-
2
)
の

「ー
出
す
」
は

「1

て
し
ま
う
」
と
い
う
完
了
の
ア
ス
ペ
ク
ト
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を
表
し
て
い
る
。
「完
了
」
と
い
う

ア
ス
ペ
ク
ト
も
突
然
終

る
様
子
を
表
す

の

で
、
動
詞

「出
す
」
か
ら
完
了
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
す
補
助
動
詞

「1
出
す
」

へ
の
変
化
も
、
「空
間
」
か
ら

「時
間
」

へ
の
抽
象
化
と

「突
発
性
」

の
抽
出

化
が
同
時
に
起

っ
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
「
1
出
す
」

の
持

つ

「開
始
」
と

「完
了
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト

は
ど
ち
ら
も
、
「出
す
」
と

い
う
動

詞
の
持

つ
突
発
性
か
ら
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

5

(
二
)

「
V

-
V
」

に
属
す
る
複
合
動
詞

「
i
出
す
」

(イ
)
、
(
ロ
)
に
属
す
る
複
合
動
詞

の
う

ち
、
V
1
と
い
う
動
作

の
目
的
語

が
、
物

や
人

(「も

の
」
と
い
う
意
味
範
疇
に
属
す
る
)
に
加
え

て
、
こ
と
が
ら

(「こ
と
」
と
い
う
意
味
範
疇
に
属
す
る
)
に
抽
象
化
し
て
用

い
ら
れ
る
語
を
次

に

　
ア

　

挙

げ

る

。

表

3

目

的
語
が

「も

の
」

か
ら

「
こ
と
」

に
抽
象
化
す

る
複
合
動
詞

「1
出

す
」

「
も
の
」

「

こ

と
」

(
イ)
洗
い
出
す切り出す繰り出す曝け出す絞り出すたたき出す投げ出す吐き出す

洗
濯物

を
洗
い
出
す

困窃

り
出
す

糸
を
繰
り
出
す剛を曝け出す水を絞り出す

*

問
題

点
を

洗
い

出
す
(

問
題

点
を

洗
う)ー*(8)話を切り出す(話を切る)

*

新
手
を
繰
り
出
す(
新
手
を
繰
る)秘密を曝け出す(秘密を曝ける

)知恵を絞り出す(知恵を絞る)

*

ほ
こ

り
を

た
た

き
出

す

記
録
を
た
た
き
出
す(
記
録
を
た
た
く)

ボ

ー
ル

を

投
げ

出

す

仕
事
を
投
げ
出
す(
仕事

を
投
げ
る)

食
べ
物
を
吐
き
出
す

こ

と
ぽ

を

吐
き

出
す
(
こ

と
ぽ

を

吐

く)

*

は
じ
き
出
す拾い出す放り出す(ロ)生み出す

1人
を
は
じ
き
出
す

経
費
を
は
じ
き
出
す
(
経
費
を
は
じ
く)

ボ

ー
ル

を

拾
い

出

す

こ

と
ば

を

拾
い

出
す
(
こ

と
ば

を

拾
う
)

ボ
ー
ル
を
放
り
出
すー子を生み出す

仕
事
を
放
り
出
す(
仕
事
を
放
る)記録を生み出す(記録を生む)

こ
れ
ら
の
複
合
動
詞

の
目
的
語
が

「
こ
と
」

で
あ

る
場
合
、
「ー
出
す
」
な

し
に
V
1
の
終
止
形
と
と
も
に
使
え
る
か
ど
う
か
の
テ
ス
ト
が
括
弧
内
で
あ
る
。

V
1
単
独

で

「
こ
と
」
を
目
的
語

に
取
り
得
な
い
の
に

「
V
1
+
出
す
」
で
は

取
り
得

る
と
い
う

こ
と
は
、
「
V
1
+
出
す
」
全
体
が
抽
象
的
に

一
語
化
し
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
寺
村

の

「
V
-
V
」
に
含

め
る
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で

　

　

　

　

は
、
「問

題
点
を
洗
う
」
「話
を
切
る
」
「新
手
を
繰

る
」
「記
録
を
た
た
く
」

　「経
費
を
は
じ
く
」
が
非
文
と
な
る
の
で
、
「洗

い
出
す
」
「切
り
出
す
」
「繰
り

出
す
」
「
た
た
き
出
す
」
「
は
じ
き
出
す
」
が

「
V
-
V
」

に
属
す
る
こ
と
に
な

る
。

6

ま
と
め

ま
ず
、
複
合
動
詞

「ー
出
す
」

の
分
類
を
ま
と
め
て
表

に
し
て
示
す
。

表
4
の
分
類

の
う
ち
、
「
V
1
て
V
2
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
「1
出
る
」

と
言
え
る
か
ど
う
か
に
よ
る
分
類
法
は
統
語
論
的
分
類
法
、
「目
的
語
が
V
1

の
動
作
主

の
領
域
外

へ
移
動
す
る
か
、
領
域
内

へ
移
動
す

る
か
」
、
「「開
始
」

と

「完
了
」

の
ア
ス
ペ
ク
ト
」

は
意
味
論
的
分
類
法
で
あ
る
。
今
回
の
分
類
は
、

こ
の
よ
う
に
、
統
語
論
を
根
幹

に
据
え
な
が
ら
も
、
よ
り
下
位
分
類

に
お
い
て
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表
4

複
合
動
詞

「1
出
す
」
の
分
類

二
イ

と肖
言V
え1
るて
語 出

毛芝

金
巴

(a
)
目
的
語
が
動
作
主

の
外

へ
(四
七
語
)

{(b
)
目
的
語
が
動
作
主

の
内

へ
(=
二

語
)

谷篩
靆

四六∴

∵
糊
」結
醗
靆

叩)

{ (b

-
1
)
「
開
始

」
の

ア
ス
ペ
ク

ト
(
一
〇
語

)

(
b

-
2
)
「
完

了
」
の
ア

ス
ペ
ク

ト
(
一
九
語

)

は
意
味
論
も
使
用
し
た
。

次
に
、
動
詞

「出
す
」
と
補
助
動
詞

「ー
出
す
」
と

の
関
係
を
ま
と
め
る
。

表
4
で
、
「
V
1
て
V
2
」
と
言
え
る
場
合
、
V
2
の

「出
す
」
は
動
詞

と
し

て
扱

い
、
「
V
1
て
V
2
」
と
言
え
な
い
場
合
、
V
2
の

「1
出
す
」
を
補
助

動
詞

と
し

て
扱
う
。
し

た
が

っ
て
、
補

助

動
詞

「1

出

す
」
は

(
ロ
)

の

「
「
V
1
て
出
す
」
と
言
え
な
い
語
」

の
後
項
要
素

で
あ
る
。
ま
ず
、
統
語
論
的

に
は
、

(
ロ
)

の
う
ち
の

(
a
)
「1
出

る
」

と
言
え
る
語
に
つ
い
て
、
他
動
詞

「出
す
」
が
、
自
動
詞
に
な

っ
た
と
言
え
る
。
次
に
、
意
味
論
的
に
は
、
(
ロ
)

の
う
ち

「ー
出

る
」
と
言
え
る
語

に

つ
い
て
は
、
動
詞

「出
す
」
か
ら

「
外

へ
」
と

い
う
方
向
性

の
み
を
抽
出
し
た
と
解

釈
し
た
。
ま
た
、
「1
出

る
」
と

言
え
な

い
語

に
つ
い
て
は
、
動
詞

「出
す
」

の

「突
発
性
」
を
抽
出
す
る
と
同

時
に
、
空
間
的
動
作
を
表
す
動
詞

「出
す
」
が
時
間
的

に
抽
象
化
し
た
結
果
、

「開
始
」

の
ア
ス
ペ
ク
ト
、
「完
了
」

の
ア
ス
ペ
ク
ト
が
生
ま
れ
た
と
解
釈
し
た
。

注(
1
)

一
九

語

の
動
詞

を
以

下

に
挙
げ

る
。

「会

う
」

「
上

が

る
」

「
上
げ

る
」

「
入

れ

る
」

「
返

す
」

「
出

す

」

「立

て

る
」

「
付

く
」

「
付

け

る
」

「詰

め

る
」

「
通

す

」

「取

る
」

「
分

け

る
」

「遣

わ

す
」

「
奉

る
」

「
給

ふ
」

「
申
す

」

「遣

る
」

「
渡

る
」(日

野

二
〇

〇

一

"
一
一
ぺ

ー
ジ
)

(
2
)

寺

村

(
一
九

八

二

一
五

八
)

は

「
補

助
動

詞

」

を

「
も

と

も

と

は
動
詞

と

し

て
使

わ
れ

て

い

た
も

の
が
、

補

助
形

式

と

し

て

の
機

能

に
転

じ

た
、

と
見

ら

れ

る

も

の
」

と

定

義

し

て

い

る
。

(
ロ
)

の

V

-
v

の
例

で

複

合

動

詞

「
降

り
始

め

る
」

「
呼

び

か
け

る
」

「
思

い
切

る
」

「
泣

き

出

す
」

の

「1

始

め

る
」

「
1

か
け

る
」

「1

切

る
」

「
1

出

す
」

は

も

と

も

と
、

そ

れ

ぞ

れ

「始

め
る
」

「
か
け

る
」

「切

る
」

「
出

す
」

と

い
う

動

詞

と

し

て
使

わ

れ

て

い

た
。

そ

れ
が

、
動

詞

の
連

用
形

に
結

合

し

て
補

助

形

式

と

な

っ
た

の
で
、

「1

始

め
る
」

「
1

か

け

る
」

「
ー

切

る
」

「
1

出

す
」

を

補

助

動

詞

と

い
う

。

こ
れ

ら

の
補

助

動
詞

は
、
も

と
も

と

の
動

詞

と

は
意

味

も
変

わ

っ
て

い
る
。

た
と

え
ば

、

「
泣

き

出

す
」

の

「
1

出

す
」

は

「
ー

し
始

め

る
」

と

い
う

時

間

的

な

意

味

で
使

わ

れ
、

動

詞

「
出

す
」

の

「
内

に
あ

る

も

の
を

外

へ
移

動

す

る
」

と

い
う
空

間
的

な
意

味

と

は

異
な

っ
て

い
る
。

し

た
が

っ
て

v
で
表

さ

れ

る
。

ネ

(
3
)

本

稿

で

「
降

っ
て
、

始

め

る
」

な

ど

に
付

さ

れ

て

い

る

「
*
」

(
ア

ス
テ
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複合動詞 「 出す」の分類

リ

ス
ク
)

は
、
文

や
句
が

非

文
法
的

で
あ

る

こ
と
を
表

す
。

(
4
)

「
突

き

出

す
」

は
、

「
突

い

て
、

(外

へ
)
出

す
」

と
言

え

る

の
で

す

で

に

「
(イ
)

V

-
V
」

に
含

め
た
が

、

こ

こ

で
は
、

「
外

に
向

か

っ
て
張

り
出

る
」

　

と

い

う

別

の

意

味

で

使

わ

れ
、

「
突

い

て
、
出

す
」

と

言

え

な

い

の

で

「
(
ロ
)

V

-
v
」

に
含

め
た
。

こ

の
統
語

論

的

テ

ス
ト

に
よ

り
、

こ

の
二

つ

の

「
突

き
出

す
」

は
異

な

る
語

彙

と

し
て
取

り
扱

う

こ
と
と

す

る
。

(
5
)

(b

-
1
)

の

一
〇

語

の
う
ち

「
思

い
出

す
」

「
存

じ

出

す

(「
思

い
出

す

」

の
謙

譲

語

)
」

と

「
乗

り

出

す
」

に

つ
い
て

は
、

「
1

し
始

め

る
」

と

い
う
開

始

の

ア

ス
ペ

ク

ト

以
外

に

も

「
想

起

す

る
」
、

「
か
ら

だ

を

前

方

へ
突

き

出

す

・
乗

っ
て
出

て
行

く
」

と

い
う

意
味

が

あ

る
。
前

者

の
場
合

は
心
理

的

な

意

味

で
、

後

者

の
場

合

は
物

理
的

な
意

味

で
、

「
1

出

す

」

に

は

「
外

へ
」

の
方

向
性

を
含

む

と
考

え
ら

れ

る
。

(
6
)

「
空
間

」

「
時
間

」

も
言

語
普

遍

的
意

味

範
疇

を

表

す

の

で

「

」

で
く

く

っ
た
。

「
時
間

」
が

「
空
間

」

よ
り

も
抽

象
的

で
あ

る

の
も
、

「
空

間
」

が

見

え

る

の

に
対

し

て

「
時
間

」
が

見

え
な

い
か
ら

で
あ

る
。

(
7
)

「
も

の
」

「
こ
と
」

も
普
遍

的

意

味
範

疇

と

し

て

「

」

で
く

く

っ
て
示

し

た
。

「
こ
と
」

が

「
も

の
」

よ

り
も

抽
象

的

で
あ

る

の
も
、

「
も

の
」

が

見

え

る

の
に
対

し

て

「
こ
と
」

が
見

え

な

い
か
ら

で
あ

る
。

(
8
)

「
話

を
切

る
」

は
言

え

る
が

、

こ
れ

は
、

「
話

を
中

断

す

る
」

と

い
う

意
味

で
あ

り
、

「
話

を
始

め

る
」

と

い
う

意

味

の

「話

を
切

り
出

す
」

と

は

異

な

る

の
で

「
*
」

を
付

し
た
。
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)

出
す

)

払

い
出

る

　

張

り
出

す

(張

っ
て
、

出
す

。
張

っ
て
、

(
ビ

ラ
を
)
見

せ
る
)

張

り
出

る

　

ひ
り
出

す

(
ひ

っ
て
、

(大
小

便

を
)
出

す
)

ひ
り
出

る

ネ

放

り
出

す

(放

っ
て
、

出
す

)

放

り
出

る

ま

　

吐

き
出

す

(吐

い
て
、

出

す
)

吐
き
出

る
　

ほ

っ
ぽ

り
出

す

(ほ

っ
ぼ

っ
て
、

出
す

)

ほ

っ
ぽ

り
出

る
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捲

し
出

す

(ま

く

し

て
、
出

す

。
追

い
た

て

て
、

(何

か
を

外

へ
)
出

す
)

捲

し
出

る

　

捲

り
出

す

(ま

く

っ
て
、
出

す

。
追

い
た

て

て
、

(何

か
を

外

へ
)
出

す
)

捲

り
出

る

ま
つ

　

奉

り

出
す

(奉

っ
て
、

出

す
。

さ
さ
げ

て
、
出

す
)

奉

り
出

る

　

揉

み
出

す

(
(洗

濯
物

を

)
揉

ん
で

(洗

っ
て
)
、

(汚

れ

を

外

へ
)
出

す
)

揉

み
出

る

　

遣

り
出
す

(遣

っ
て
、

出

す
。
送

っ
て
、

(外

へ
)
出

す
)

遣

り
出

る

(b

)

V

1

の
動

作

主
が

目
的

語

の
領

域

外

に
い

て
、

動

作
主

が

目
的

語

を
、

あ

る
領
域
内

か
ら
自

分

の
領
域
内

へ
移
す

動
作

を
表

す
語

(一一二

語

)

暴

き

出

す

(暴

い

て
、

出

す
。

暴

い

て
、

(人

の
秘

密

を
)

明

ら

か

に
す

る
)

ホ暴

き
出

る

請
け

出

す

(請

け

て
、

出

す
。

借
金

を
申

し
請

け

て
払

い
、

質

に
入

っ
て

い

る

ネ

も
の
を
引
き
取
る
)

請
け
出
る

　

抉

り
出
す

(抉

っ
て
、

(中

身

を
)
出

す

V

抉

り
出

る

　

選
び

出
す

(選

ん
で
、

(
一
つ
を
)
出

す

)

選

び
出

る

ネ

お

び
き

出

す

(誘

っ
て
、

(隠

れ

て
い
た
者

を

自
分

の
も

と

へ
)
出

す
)

お
び

き

出

る

　

書
き

出
す

(書

い
て
、

(要

点

を
)
出

す

)

書

き
出

る

　

嗅
ぎ

出

す

(嗅

い
で
、

(隠

れ

て
い
る
も

の
を
)

見

つ
け

る
)

嗅
ぎ

出

る

　

駆

り
出
す

(駆

っ
て
、

(熊

な

ど
を

)
出

す
)

駆

り
出

る

　

借

り
出
す

(借

り

て
、

(お
金

を
)
出

す

)

借

り
出

る

　

聞
き

出
す

(聞

い
て
、
出

す
。

聞

い
て

(秘
密

な
ど

を
)

探

る
)

聞
き
出

る

繰

り

出

す

(繰

っ
て
、

出

す
。

(順

順

に
)
繰

っ
て

(糸

や
綱

を
)

出

す
)

　繰
り
出
る

　

探

し
出

す

(探

し

て
、

出

す
。
探

し

て

(何

か
を
)

見

つ
け

る
)

探

し
出

る

　

探

り
出

す

(探

っ
て
、

出

す
。
探

っ
て

(何

か
を
)

見

つ
け

る
)

探

り
出

る

誘

い
出

す

(誘

っ
て
、
出

す
。

誘

っ

て

(誰

か

を

自

分

の

も

と

へ
)

出

す

)

　誘
い
出
る

　

救

い
出

す

(救

っ
て
、

出

す
。

(人

を

)
救

っ
て
、

(現

場

か
ら

)
出

す
)

救

い
出

る

　

手
繰

り
出

す

(手
繰

っ
て
、
出

す
)

手
繰

り
出

る

　

尋
ね

出
す

(尋

ね

て
、
出

す
。

尋

ね

て
、

見

つ
け

る
)

尋

ね
出

る

　

連

れ
出

す

(連

れ

て
、
出

す
。

誘

っ
て
、

(自

分

の
も

と

へ
)

出

す
)

連

れ
出

る

　

取

り
出
す

(取

っ
て
、

(自

分

の
も

と

へ
)

出

す
)

取

り
出

る

　

抜
き

出
す

(抜

い
て
、
出

す
)

抜
き

出

る
　

引
き

ず

り
出

す

(引

き
ず

っ
て
、
出

す
)

引
き

ず

り
出

る

　

引
き

出
す

(引

い
て
、
出

す
)

引
き

出

る
　

引

っ
張

り
出
す

(引

っ
張

っ
て
、
出

す
)

引

っ
張

り
出

る

　

拾

い
出
す

(拾

っ
て
、
出

す
)

拾

い
出

る

　

掘

り
出
す

(掘

っ
て
、
出

す
)

掘

り
出

る

　

見
出

す

(見

て
、
出

す
。

見

て
、
発

見
す

る
)

見
出

る

見

つ
け

出

す

(見

つ
け

て
、
出

す
。

見

つ
け

て

(何

か

を
)
出

現

さ

せ

る
)

ネ見

つ
け
出
る

　

召

し
出
す

(召

し

て
、
出

す
)

召

し
出

る

　

持

ち
出
す

(持

っ
て
、

(自

分

の
も

と

へ
)
出

す
)

持

ち
出

る

　

呼
び

出
す

(呼

ん

で
、

(人
を

)
出
す

)

呼
び

出

る
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選

り
出

す

(選

っ
て
、
出

す

)

選

り
出

る

「
V
1

て
出

す
」

と
言

え

な

い
複

合
動

詞

(四

六
語
)

(
a
)

「1

出

る
」

に
置

き
換

え
ら

れ

る
語

(
一
七
語

)

　

温
れ
出
す

(溢
れ
て
、
出
す
)

溢
れ
出

る

　

浮

き
出

す

(浮

い

て
、
出

す

)

浮

き
出

る

ネ

掛

け
出

す

(掛

け

て
、
出

す

。

(縁

な
ど

を
)

つ
き

出

し

て
作

る
)

掛

け
出

る

　

漕
ぎ

出

す

(漕

い

で
、
出

す

)

漕

ぎ
出

る

　

こ
ぼ

れ

出
す

(
こ
ぼ

れ

て
、
出

す

)

こ
ぼ

れ
出

る

　

染
み
出
す

(染
み
て
、
出
す
)

染
み
出
る

　

突

き
出

す

(突

い

て
、
出

す

)

突

き
出

る

　

飛

び
出

す

(
飛

ん
で
、
出

す

)

飛

び
出

る

　

逃
げ
出
す

(逃
げ
て
、
出
す
)

逃
げ
出
る

に
じ

　

滲
み
出
す

(滲
ん
で
、
出
す
)

滲
み
出
る

　

抜

け
出

す

(抜

け

て
、
出

す

)

抜

け
出

る

　

這

い
出

す

(這

っ
て
、
出

す

)

這

い
出

る

　

は
み
出

す

(
は

み
て
、
出

す

)

は

み
出

る

　

吹

き
出

す

(吹

い
て
、
出

す

)

吹

き
出

る

ネ

踏
み
出
す

(踏
ん
で
、
出
す
)

踏
み
出
る

　

萌

え
出

す

(萌

え

て
、
出

す

)

萌

え
出

る

　

湧

き
出

す

(
湧

い
て
、
出

す

)

湧

き
出

る

(b
)

「
1

出

る
」

に
置
き

換
え

ら

れ
な

い
語

(二
九

語
)

(b

-
1
)

「開

始

」

の

ア

ス
ペ
ク
ト
を
表

す
語

(
一
〇
語

)

ネ

　

言

い
出

す

(言

っ
て
、
出

す

)

言

い
出

る

　

ネ

売
れ
出
す

(売
れ
て
、
出
す
)

売
れ
出

る

　

　

思

い
出

す

(思

っ
て
、
出

す

)

思

い
出

る

　

　

駆
け
出
す

(駆
け
て
、
出
す
)

駆
け
出
る

　

　

し
出

す

(し

て
、
出

す
)

し
出

る

　

　

存

じ
出

す

(存

じ

て
、
出

す
)

存

じ
出

る

　

　

泣

き
出

す

(泣

い
て
、
出

す
)

泣

き
出

る

ネ

　

乗

り
出

す

(乗

っ
て
、
出

す
)

乗

り
出

る

ネ

　

降

り
出

す

(降

っ
て
、
出

す
)

降

り
出

る

　

　

燃

え
出

す

(燃

え

て
、
出

す
)

燃

え
出

る

(b

-
2
)

「完

了
」

の

ア

ス
ペ
ク
ト
を
表

す
語

(
一
九
語

)

ネ

　

編

み
出

す

(編

ん
で
、
出

す
)

編

み
出

る

ホ

　

映

し
出

す

(映

し

て
、
出

す
)

映

し
出

る

　

　

生

み
出

す

(生

ん
で
、
出

す
)

生

み
出

る

ネ

ネ

描
き

出

す

(描

い
て
、
出

す
)

描

き
出

る

　

　

織

り
出

す

(織

っ
て
、
出

す
)

織

り
出

る

　

　

稼
ぎ

出

す

(稼

い
で
、
出

す
)

稼
ぎ

出

る

　

　

醸

し
出

す

(醸

し

て
、
出

す
)

醸

し
出

る

　

　

考

え
出

す

(考

え

て
、
出

す
)

考

え
出

る

　

　

仕
出

す

(
し

て
、

出

す
)

仕
出

る

　

　

磨

り
出

す

(磨

っ
て
、
出

す
)

磨

り
出

る

　

　

煎

じ
出

す

(煎

じ

て
、
出

す
)

煎

じ
出

る

　

　

染

め
出

す

(染

め
て
、
出

す
)

染

め
出

る

つ

　

　

築
き

出

す

(築

い
て
、
出

す
)

築

き
出

る

　

　

作

り
出

す

(作

っ
て
、
出

す
)

作

り
出

る

　

　

研
ぎ

出

す

(研

い
で
、
出

す
)

研
ぎ

出

る
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ホ

　

煮
出

す

(煮

て
、

出
す

)

煮
出

る

　

ネ

ひ
ね
り
出

す

(ひ

ね

っ
て
、
出

す
)

ひ
ね
り
出

る

ネ

　

む
き

出
す

(む

い
て
、
出

す
)

む
き

出

る

ホ

　

割

り
出
す

(割

っ
て
、
出

す
)

割

り
出

る
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